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中
西
淳
朗

一
九
九
八
年
に
横
浜
市
金
沢
区
の
松
本
龍
二
氏
（
元
区
医
師
会
長
）

は
、
金
沢
区
医
師
会
発
刊
の
「
金
沢
の
開
業
医
史
」
の
中
で
、
大
正
前

期
に
金
沢
八
景
の
田
中
病
院
で
薫
薬
療
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

金
沢
瀬
戸
の
金
竜
禅
院
所
蔵
の
「
医
方
巻
石
秘
録
」
と
い
う
処
方
集
に
、

薫
薬
療
法
を
見
出
だ
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
刺
激
を
う

け
、
一
連
の
研
究
を
し
た
の
で
不
十
分
で
あ
る
が
追
加
報
告
す
る
。

松
本
氏
の
発
表
に
よ
る
と
、
田
中
病
院
で
は
交
葉
に
薬
品
を
つ
つ
み

葉
巻
状
と
な
し
、
両
鼻
に
こ
れ
を
つ
っ
こ
ん
で
火
を
つ
け
、
煙
を
吸
わ

せ
る
と
誕
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と
出
て
き
た
と
の
証
言
か
ら
、
水
銀
剤
の
嗅
ぎ

療
法
（
薫
薬
療
法
）
と
判
断
し
た
と
い
う
。
ま
た
松
本
氏
の
見
出
だ
し
た

処
方
は
紫
雲
條
と
い
う
も
の
で
、
大
麻
の
茎
髄
の
黒
焼
粉
末
と
朱
砂

（
硫
化
水
銀
）
の
粉
末
を
紙
筒
に
入
れ
、
そ
の
一
方
を
鼻
孔
に
つ
っ
こ
ん

で
火
を
つ
け
る
。
他
の
薫
薬
処
方
に
お
い
て
も
炭
末
と
水
銀
剤
が
骨
格

と
な
っ
て
お
り
大
差
は
な
い
こ
と
を
調
査
で
知
っ
た
。
（
炭
と
な
る
植
物
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梅
毒
の
薫
薬
療
法
に
つ
い
て

例
会
抄
録
一

が
異
っ
た
り
、
水
銀
の
産
地
が
異
っ
た
り
甘
耒
で
あ
っ
た
り
で
あ
っ
た
）

他
方
、
タ
バ
コ
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
が
十

六
世
紀
前
は
、
葉
巻
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
鼻
孔
に
つ
っ
こ
ん
だ
方
式

命
屋
コ
ロ
蔀
眉
）
で
あ
っ
た
。
薫
薬
療
法
に
お
い
て
は
こ
れ
を
真
似
た
感
が

あ
る
。京

都
の
蘭
方
医
・
広
川
癖
は
、
そ
の
著
「
閥
療
法
」
（
享
和
四
年
・

フ
ル
ロ
－
ケ
ン

一
八
○
四
）
に
お
い
て
、
薫
薬
方
の
欄
外
に
く
閏
ｇ
烏
ｇ
と
し
た
た
め

て
い
る
。
こ
の
語
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
タ
バ
コ
で
時
間
を
つ
ぶ
す
、
タ
バ

コ
で
金
銭
を
つ
い
や
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
示
唆
と
な

っ
て
い
る
。

米
大
陸
か
ら
帰
欧
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ら
は
、
す
で
に
普
己
ロ
訟
眉

を
し
た
経
験
を
有
し
て
お
り
、
当
時
の
万
能
薬
水
銀
を
こ
の
よ
う
な
方

法
で
吸
入
し
、
こ
れ
が
中
国
を
通
じ
て
渡
来
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

か
く
の
如
き
曾
目
鄙
眉
は
鼻
腔
粘
膜
等
に
直
接
強
い
刺
激
を
与
え

る
の
で
、
次
第
に
パ
イ
プ
方
式
に
変
化
し
二
百
年
後
に
は
、
マ
ド
ロ
ス

パ
イ
プ
型
で
吸
入
す
る
方
法
と
な
っ
た
（
演
者
架
蔵
の
古
写
本
「
長
崎
吉

雄
先
生
秘
伝
」
文
政
七
、
一
八
二
四
年
筆
写
、
に
見
ら
れ
る
）
。

こ
の
様
な
薫
薬
療
法
が
明
治
初
期
に
横
浜
で
実
施
さ
れ
た
か
を
、
カ

ー
氏
皮
層
新
諭
（
明
治
八
年
）
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
氏
徽
療
新
法
（
明
治
四
年
）
、

シ
モ
ン
ズ
氏
徽
毒
小
箒
（
明
治
五
年
）
、
東
京
帝
大
医
科
全
書
梅
毒
編
（
シ

ュ
ル
ッ
エ
氏
口
述
、
明
治
十
四
年
）
の
四
書
で
探
し
た
が
、
水
銀
剤
の
薫
薬

（
吸
入
）
療
法
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

一
方
『
大
正
時
代
で
は
ど
う
か
。
福
岡
医
科
大
学
雑
誌
特
別
号
『
徽

毒
号
』
を
み
る
と
、
旭
憲
吉
教
授
は
〃
今
日
二
於
テ
ハ
殆
ン
ド
跡
ヲ
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「
大
同
類
聚
方
」
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
残
る

薬
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
十
一
年
に
『
日
本
後

紀
」
の
残
巻
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
大
同
三
年
五
月
三
日
の
記
述
と
「
大

同
類
聚
方
」
の
編
者
の
名
・
官
職
名
が
異
な
る
こ
と
か
ら
偽
書
の
疑
い

が
掛
け
ら
れ
、
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
の
源
は
、
佐
藤
方
定
が
天

保
二
年
に
刊
行
し
た
『
奇
魂
』
で
あ
る
。
そ
の
中
で
佐
藤
は
、
天
保
二

年
ま
で
に
目
に
し
た
『
大
同
類
聚
方
」
の
流
布
本
・
印
本
に
対
し
て
八

つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
『
大
同
類
聚
方
』
を
偽
害
と
断
定
し
て
い
る
。

絶
シ
〃
と
か
い
て
い
る
。
し
か
し
、
大
日
本
衛
生
警
察
協
会
刊
の
「
衛
生

警
察
全
書
」
（
大
正
十
年
）
で
は
〃
今
日
で
も
之
を
使
う
人
は
い
く
ら
も

い
る
〃
と
し
、
昭
和
十
四
年
発
刊
の
岩
熊
哲
著
『
医
史
学
論
考
』
に

お
い
て
も
〃
俗
間
で
は
想
像
以
上
に
流
行
し
て
い
る
〃
と
記
さ
れ
て
い

る
。
適
応
は
頸
か
ら
上
の
第
三
期
梅
毒
。

こ
の
様
な
状
況
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
大
戦
に
よ

る
ド
イ
ツ
か
ら
の
薬
品
輸
入
の
途
絶
や
、
昭
和
初
期
の
経
済
パ
ニ
ッ
ク

等
が
尾
を
ひ
い
て
、
安
価
に
し
て
簡
便
な
薫
薬
療
法
が
全
国
各
地
に
残

存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
平
成
十
一
年
九
川
例
会
）

佐
藤
方
定
の
発
見
し
た
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮
本
匡

の
上
表
文
に
つ
い
て

後
藤

志

朗

富
士
川
瀞
が
「
日
本
医
学
史
」
（
明
治
三
十
七
年
刊
）
を
ま
と
め
る
際

に
、
佐
藤
の
「
奇
魂
』
を
重
視
し
、
そ
の
説
を
全
面
的
に
採
用
し
た
こ

と
で
、
『
大
同
類
聚
方
』
偽
書
説
が
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

嘉
永
元
年
に
、
佐
藤
自
身
が
真
本
と
認
め
る
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
．

寮
本
匡
を
発
見
し
て
い
る
。
佐
藤
は
、
そ
れ
を
「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚

方
』
と
命
名
し
て
、
安
政
三
年
よ
り
刊
行
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
事
を

富
士
川
や
そ
の
後
の
人
達
は
認
識
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
佐
藤
の
発

見
し
た
『
大
同
類
聚
方
」
の
検
討
な
し
に
は
、
真
偽
の
判
定
は
出
来
な

い
。

筆
者
は
、
そ
の
検
討
作
業
の
一
環
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
に

三
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
』
に
つ
い
て
」
（
四
十
三
巻
一
号
）
及
び
「
新
発

見
「
大
同
類
聚
方
」
に
関
す
る
大
同
三
年
五
月
三
日
の
詔
文
」
（
四
十
五

巻
二
号
）
を
発
表
し
た
。

佐
藤
の
発
見
し
た
「
大
同
類
聚
方
』
に
は
、
撰
集
を
完
う
し
た
時
に

平
城
天
皇
に
進
っ
た
上
表
文
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
上
表
文
の
あ
る

『
大
同
類
聚
方
」
は
佐
藤
が
発
見
し
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。

『
日
本
後
記
』
の
大
同
三
年
五
月
三
日
条
文
の
基
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
「
桓
武
天
皇
の
遺
命
・
平
城
天
皇
の
詔
文
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館

所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
）
と
、
佐
藤
方
定
刊
行
の
「
大
同
類
聚
方
」
に
あ

る
上
表
文
と
を
、
比
較
検
討
し
た
。

「
大
同
類
聚
方
」
の
上
表
文
は
、
古
事
記
・
令
義
解
・
延
喜
式
の
上
表

文
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
臣
真
貞
等
聞
」

で
始
ま
り
、
「
臣
真
貞
等
誠
怪
誠
恐
頓
首
頓
首
謹
言
」
で
終
わ
り
、
末
尾

の
大
同
三
年
五
月
三
日
の
日
付
の
後
に
、
典
薬
寮
の
五
名
（
大
初
位
上


